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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第74期

第３四半期
連結累計期間

第75期
第３四半期
連結累計期間

第74期

会計期間
自 2021年４月１日
至 2021年12月31日

自 2022年４月１日
至 2022年12月31日

自 2021年４月１日
至 2022年３月31日

売上高 (千円) 35,260,329 34,776,018 45,094,914

経常利益 (千円) 2,711,068 745,331 2,306,310

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 1,862,206 494,118 1,557,425

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,874,036 509,981 1,675,807

純資産額 (千円) 23,488,720 23,639,186 23,406,023

総資産額 (千円) 44,746,789 43,486,544 41,388,784

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 148.00 39.27 123.78

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 52.49 54.36 56.55

回次
第74期

第３四半期
連結会計期間

第75期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2021年10月１日
至 2021年12月31日

自 2022年10月１日
至 2022年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 68.42 18.08

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な項目の

変更はありません。

ロシアのウクライナ侵攻に伴うエネルギー価格の上昇や、世界的な原材料価格の高騰、急速な為替円安の進行等に

加え、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う影響の規模及び収束時期は見通せず、先行き不透明な状況が継続してお

り、その影響は当連結会計年度も続くものと想定されます。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間において当社グループは、売上面では巣ごもり需要の一服及び消費者の生活防衛意識

の高まりによる買い控えに対応した期間限定品やおやつ需要に対応した新製品導入と市場定着を図るべく、主力製

品の販売促進策等に引き続き取り組みました。しかしながら、消費者の節約志向や原材料のコスト上昇対策として

内容量変更及び価格改定を行った製品の売上が一部落ち込んだことなどにより、減収となりました。利益面では工

場を中心に動力燃料の使用量削減など更なる原価低減に取り組みましたが、一時150円台までの急激な円安などによ

る原材料価格の値上がり影響や売上減により、大きく減益となりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高347億76百万円（前年同四半期比1.4％減）、営業利益７

億57百万円（同71.8％減）、経常利益７億45百万円（同72.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益４億94百

万円（同73.5％減）となりました。

円安や原材料価格の値上がり等に対しては、引き続き新製品の投入や市場刺激策に取り組み売上を回復させなが

ら、プロダクトミックスの改善、自助努力による一層のコスト削減を徹底するとともに、更なる価格改定及び内容

量変更を進め、早期の利益回復を目指してまいります。

前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間

増減額 増減率(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

金額 構成比 金額 構成比
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

売 上 高 35,260 100.0 34,776 100.0 △484 △1.4

売 上 総 利 益 8,797 24.9 6,788 19.5 △2,009 △22.8

販売費及び一般管理費 6,107 17.3 6,030 17.3 △77 △1.3

営 業 利 益 2,689 7.6 757 2.2 △1,932 △71.8

経 常 利 益 2,711 7.7 745 2.1 △1,965 △72.5

親会社株主に帰属する
四半期純利益

1,862 5.3 494 1.4 △1,368 △73.5
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セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

売 上 高 営 業 利 益

前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間

増減率

前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間

増減率(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

金額 金額 金額 利益率 金額 利益率
百万円 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ ％

食品製造
販売事業

34,989 34,460 △1.5 2,507 7.2 547 1.6 △78.2

不動産
賃貸事業

270 315 16.3 182 67.3 209 66.6 15.2

合計 35,260 34,776 △1.4 2,689 7.6 757 2.2 △71.8

区 分

前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間

増減額 増減率(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

金額 構成比 金額 構成比

食
品
製
造
販
売
事
業

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

水 産 加 工 製 品 14,467 41.0 14,731 42.4 264 1.8

畜 肉 加 工 製 品 6,807 19.3 6,423 18.5 △384 △5.7

酪 農 加 工 製 品 6,574 18.7 6,105 17.5 △468 △7.1

農 産 加 工 製 品 1,421 4.0 1,327 3.8 △93 △6.6

素 材 菓 子 製 品 1,465 4.2 1,568 4.5 102 7.0

チ ル ド 製 品 1,245 3.5 1,187 3.4 △57 △4.6

そ の 他 製 品 3,006 8.5 3,116 9.0 109 3.7

計 34,989 99.2 34,460 99.1 △528 △1.5

不動産賃貸事業計 270 0.8 315 0.9 44 16.3

売上高合計 35,260 100.0 34,776 100.0 △484 △1.4

（食品製造販売事業）

売上高を製品群別に分類しますと、水産加工製品は、期間限定でかつやとコラボしたカツ丼味の揚物製品や、お

やつ需要にも対応した「するめスティック」「焼かまぼこ」「うまいか」などが売上を伸ばし、増収となりまし

た。畜肉加工製品は、「おつまみ牛たん」や、「18本入りペンシルカルパス」などが好調に推移しましたが、ドラ

イソーセージ製品の売上減などで減収となりました。酪農加工製品は、「チータラ® ブラックペッパーお徳用」や５

種類の チータラ® をセットにした新製品「JUST PACK チータラ® 食べくらべセット」などが好調に推移しました

が、内容量を変更した チータラ® 製品などが売上を落とし減収となりました。農産加工製品は、食塩無添加のナッ

ツ製品などの売上が減少し、減収となりました。素材菓子製品は、カリカリ梅などの梅製品、いかチップ・げそチ

ップの２種類を楽しめる新製品「おやつするめ」などが売上を伸ばし、増収となりました。チルド製品は、「まろ

やかチータラ® ピスタチオ味」などのチルドチーズ鱈® 製品が好調に推移しましたが、フードパック製品の売上が

減少し、減収となりました。その他製品は、うずらの味付けたまごなどのレトルト製品や、２種類のチータラ®・カ

ルパス・新製品「ふっくらチーズ 熟成チェダー」をセットにした新製品「お徳用おつまみ３種食べくらべセッ

ト」、食べきりサイズのいか製品４種とおつまみ昆布をセットにした新製品「海のバラエティセット」などのアソ

ート製品が売上を伸ばし、増収となりました。

以上の結果、食品製造販売事業の売上高は344億60百万円（前年同四半期比1.5％減）、営業利益は５億47百万円

（同78.2％減）となりました。

（不動産賃貸事業）

売上高は３億15百万円（同16.3％増）、営業利益は２億９百万円（同15.2％増）となりました。
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　財政状態は、次のとおりであります。

前連結会計年度
当第３四半期
連結会計期間 増減額

(2022年３月31日) (2022年12月31日)

資産合計(百万円) 41,388 43,486 2,097

負債合計(百万円) 17,982 19,847 1,864

純資産合計(百万円) 23,406 23,639 233

自己資本比率(％) 56.6 54.4 △2.2

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、434億86百万円（前連結会計年度末比20億97百万円増）となりました。

資産の部では、リース資産、建物及び構築物は減価償却が進み９億49百万円減少した一方で、繁忙期である年末

の売上増加で受取手形及び売掛金が38億40百万円増加したこと等により総資産が増加しました。

負債の部では、リース債務は返済が進み５億88百万円減少しましたが、繁忙期である年末の売上増加に伴う仕入

増加により支払手形及び買掛金が27億36百万円増加したこと等により、負債合計は198億47百万円（同18億64百万円

増）、純資産の部では、配当金の支払いがありましたが、四半期純利益の計上などで利益剰余金が２億17百万円増

加したこと等により、純資産合計は236億39百万円（同２億33百万円増）となりました。

なお、自己資本比率は金融機関の休業日の影響に伴う仕入債務増加もあり前連結会計年度末比2.2ポイント減少の

54.4％となっております。

(2) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について、重要な変更はありません。

(3) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について、重要な変更は

ありません。

(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について、重

要な変更及び新たに生じた課題はありません。

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は４億84百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(6) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

重要な資本的支出につきましては、情報システム強化のための基幹システム構築や、埼玉工場をはじめとする各

工場の増産設備や老朽化設備の入替など、総額18億74百万円の設備投資を予定しております。

なお、設備投資に係る資金につきましては、自己資金や借入金、ファイナンス・リースによる調達を予定してお

ります。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2022年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年２月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,032,209 15,032,209
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数は100株でありま
す。

計 15,032,209 15,032,209 － －

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2022年10月１日～
2022年12月31日

－ 15,032,209 － 1,975,125 － 2,290,923

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2022年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

2022年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 2,449,500

－ －

完全議決権株式(その他) 普通株式 12,577,500 125,775 －

単元未満株式 普通株式 5,209 － －

発行済株式総数 15,032,209 － －

総株主の議決権 － 125,775 －

(注) １．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数が４個含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が56株含まれております。

② 【自己株式等】

2022年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社なとり

東京都北区王子５丁目５番１号 2,449,500 － 2,449,500 16.30

計 － 2,449,500 － 2,449,500 16.30

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2022年10月１日から2022年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,880,134 2,226,028

受取手形及び売掛金 8,267,727 12,107,994

商品及び製品 1,496,743 1,462,693

仕掛品 897,829 861,980

原材料及び貯蔵品 3,612,027 5,026,421

その他 267,175 366,720

貸倒引当金 △99 △198

流動資産合計 19,421,539 22,051,638

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,691,842 9,329,695

土地 6,913,778 6,913,778

その他（純額） 2,729,183 2,114,921

有形固定資産合計 19,334,804 18,358,394

無形固定資産 349,235 682,869

投資その他の資産 ※1 2,283,205 ※1 2,393,640

固定資産合計 21,967,244 21,434,905

資産合計 41,388,784 43,486,544
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,364,880 ※2 7,101,447

短期借入金 2,229,000 2,229,000

1年内返済予定の長期借入金 584,120 519,620

未払法人税等 254,425 57,821

賞与引当金 355,709 437,192

役員賞与引当金 39,000 29,250

その他 4,483,742 4,542,516

流動負債合計 12,310,878 14,916,848

固定負債

長期借入金 2,599,440 2,292,350

役員退職慰労引当金 646,805 656,722

退職給付に係る負債 823,866 831,315

資産除去債務 5,825 5,825

その他 1,595,945 1,144,295

固定負債合計 5,671,882 4,930,509

負債合計 17,982,761 19,847,357

純資産の部

株主資本

資本金 1,975,125 1,975,125

資本剰余金 2,290,923 2,290,923

利益剰余金 20,775,565 20,992,865

自己株式 △2,096,265 △2,096,265

株主資本合計 22,945,348 23,162,648

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 365,377 388,640

繰延ヘッジ損益 - △41,973

為替換算調整勘定 104,385 134,010

退職給付に係る調整累計額 △9,087 △4,138

その他の包括利益累計額合計 460,675 476,538

純資産合計 23,406,023 23,639,186

負債純資産合計 41,388,784 43,486,544
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

売上高 35,260,329 34,776,018

売上原価 26,462,976 27,987,859

売上総利益 8,797,353 6,788,158

販売費及び一般管理費 6,107,704 6,030,668

営業利益 2,689,648 757,489

営業外収益

受取配当金 30,326 34,670

受取賃貸料 24,289 19,602

その他 54,367 43,959

営業外収益合計 108,983 98,231

営業外費用

支払利息 31,237 29,462

賃貸費用 20,275 19,144

持分法による投資損失 36,050 56,826

その他 - 4,957

営業外費用合計 87,563 110,390

経常利益 2,711,068 745,331

特別損失

固定資産除却損 459 0

出資金評価損 1,000 -

特別損失合計 1,459 0

税金等調整前四半期純利益 2,709,609 745,331

法人税等 847,402 251,213

四半期純利益 1,862,206 494,118

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,862,206 494,118
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

四半期純利益 1,862,206 494,118

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △15,588 23,263

繰延ヘッジ損益 - △41,973

退職給付に係る調整額 7,398 4,948

持分法適用会社に対する持分相当額 20,020 29,624

その他の包括利益合計 11,830 15,863

四半期包括利益 1,874,036 509,981

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,874,036 509,981

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

(会計方針の変更等)

(時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用)

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27

－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって

適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

(追加情報)

前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症の今後の広

がり方や収束時期等を含む仮定について重要な変更はありません。

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

投資その他の資産 12,025千円 12,025千円

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

支払手形 －千円 10,296千円

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

減価償却費 1,268,578千円 1,235,086千円

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年５月12日
取締役会

普通株式 150,992 12.0 2021年３月31日 2021年６月30日 利益剰余金

2021年11月10日
取締役会

普通株式 138,409 11.0 2021年９月30日 2021年12月６日 利益剰余金

(注) 2021年５月12日取締役会決議による１株当たり配当額には、コロナ禍による厳しい環境下でもご支援をいた

だきました株主の皆様に感謝の意を表する特別配当１円が含まれております。

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

当第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年５月11日
取締役会

普通株式 138,409 11.0 2022年３月31日 2022年６月30日 利益剰余金

2022年11月９日
取締役会

普通株式 138,409 11.0 2022年９月30日 2022年12月５日 利益剰余金

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計 調整額

四半期連結損
益計算書計上
額（注）食品製造販売事業 不動産賃貸事業

売上高

顧客との契約から生じる
収益

34,989,397 － 34,989,397 － 34,989,397

その他の収益 － 270,932 270,932 － 270,932

外部顧客への売上高 34,989,397 270,932 35,260,329 － 35,260,329

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 34,989,397 270,932 35,260,329 － 35,260,329

セグメント利益 2,507,347 182,301 2,689,648 － 2,689,648

（注） セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計 調整額

四半期連結損
益計算書計上
額（注）食品製造販売事業 不動産賃貸事業

売上高

顧客との契約から生じる
収益

34,460,886 － 34,460,886 － 34,460,886

その他の収益 － 315,131 315,131 － 315,131

外部顧客への売上高 34,460,886 315,131 34,776,018 － 34,776,018

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 34,460,886 315,131 34,776,018 － 34,776,018

セグメント利益 547,503 209,986 757,489 － 757,489

（注） セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

１株当たり四半期純利益 148円00銭 39円27銭

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 1,862,206 494,118

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

1,862,206 494,118

普通株式の期中平均株式数(株) 12,582,672 12,582,653

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

２ 【その他】

第75期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）中間配当について、2022年11月９日開催の取締役会において、

2022年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしまし

た。

(1) 配当金の総額 138,409千円

(2) １株当たりの金額 11円00銭

(3) 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2022年12月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

　



独立監査人の四半期レビュー報告書

2023年２月９日

株式会社なとり

取締役会 御中

三優監査法人

　東京事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 野 村 聡

指定社員
業務執行社員

公認会計士 中 西 寛 彰

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社なとり

の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2022年10月１日から2022年12月

31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社なとり及び連結子会社の2022年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

　



・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュ

ー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １. 上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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【英訳名】 NATORI CO., LTD.
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１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

当社代表取締役会長兼社長名取三郎及び当社最高財務責任者安宅茂は、当社の第75期第３四半期（自 2022年10月

１日 至 2022年12月31日）の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確

認いたしました。

２ 【特記事項】

確認に当たり、特記すべき事項はありません。
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